
 今年も残すところ、あとわずかとなりました。 

 皆さんにとって、この一年はどのような一年だったでしょうか。学習や部活動、学校

行事、友人関係など、それぞれの場面で努力し、悩み、考えながら過ごしてきたこと

と思います。うまくいったことだけでなく、思うようにいかなかった経験も含めて、それ

らは皆さん自身の成長につながる大切な財産です。 

 さて、今年一年の世相を表す漢字一文字に「熊」が選ばれました。各地で熊の出

没や被害が相次ぎ、人々の生活や安全に大きな影響を与えました。こうした出来事

は、自然と人との関わり方や、社会の中で私たち一人一人がどのように行動すべき

かを考えさせるものです。 

 高校生の皆さんは、社会に最も近い場所で学んでいる存在です。身の回りで起き

ている出来事を「自分には関係ないこと」として流すのではなく、「自分だったらどう考えるか」「何

ができるのか」と立ち止まって考える姿勢を大切にしてください。その積み重ねが、これからの進路

選択や社会で生きていく力につながっていきます。 

 まもなく新しい年を迎えます。今年を振り返り、自分自身の課題と向き合いながら、次の目標を見

つけてほしいと思います。小さな一歩でも構いません。自ら考え、行動する皆さんの挑戦を、学校は

これからも支えていきます。 

【保護者・地域の皆様へ】 

 本年も本校の教育活動に対し、温かいご理解とご支援を賜り、誠にありがとうございました。生徒

一人一人が安心して学び、成長できる環境は、保護者・地域の皆様の支えがあってこそ成り立って

います。新しい年も、学校・家庭・地域が連携しながら、生徒の健やかな成長を支えてまいります。今

後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

令和７年 

１２月２３日発行 

第２３３号 

 

 

【事前学習～日本編～】 

１・２学年団は、海外への語学研修旅行にあたり、グループ毎にテーマを設定し

て調べ学習を行いました。海外を訪れる貴重な機会なので、充実した研修旅行にし

よう！！と「地理班」「マナー班」「歴史班」「食べもの班」「言語文化班」に分

かれ、実際に台湾を訪れた際に役に立つ情報を班ごとに調べて発表しました。 

どの班もスライドに工夫を凝らし、班によっては皆で中国語の練習を一緒にする

など、体を動かし頭を働かせながら行いました。それぞれの発表を聞いていくうち

に、修学旅行へのワクワク感や期待感もどんどんと膨らんでいきました。 

【語学研修修学旅行～台湾編～】 

いよいよ、研修旅行がスタートしました！出発時は高波も心配されましたが、何

とか無事に出発し、いざ台湾へ入国！ 

大きな目的の一つでもある語学研修を現地語学学校のHESSにて行いました。本

研修はチームアクティビティから始まり、台湾と日本の比較や植物園へのハイキン

グ、ランプ色付け体験、プロジェクト学習など朝９時から夜の20時まで１日中英

語漬けのハードなプログラムでした。しかし、英語を用いたさまざまなアクティビ

ティをとおして、生徒たちは楽しみながら語学体験学習に取組みました。 

また台湾滞在中は、歴史豊かで活気溢れる現地の空気感をたっぷりと満喫しまし

た。現地大学生との台北市内散策や十份での天燈上げを体験、そして「千と千尋の

神隠し」のモデルになった九份も散策しました。士林夜市ではこれぞ台湾！なロー

カルな出店が並ぶストリートを歩きながら、夕食を摂るという経験もできました。

旅行中は大きなトラブルもなく、充実した海外での研修旅行となりました。 

 

海外語学研修修学旅行 （１２月５日～１２月１１日） 

 １日（木）～４日（日）離島留学生帰省期間 

 ６日（火） 共通テストプレ④（３年）（～７日） 

 ８日（木） 始業式 容儀指導 

 ９日（金） 日韓高校生海ごみワークショップ 

                   （～11日） 

１３日（月） NAPER週間（～１６日） 

       学年末考査時間割発表（３A） 

       離島留学特別選抜願書受付開始 

１５日（木） 共通テスト激励会 

１７日（土） 大学入学共通テスト（～１８日） 

       進路マップ・進研記述模試（１・２年） 

       （２年生は１８日まで） 

１９日（月） 離島留学特別選抜願書受付〆切 

２０日（火） 学年末考査（３A）（～２３日） 

２５日（日） 与論高校との対面交流 全商簿記実務検定 

２７日（火） 離島留学特別選抜検査 

３０日（金） 企業インタビュー（１年） 

３１日（土） 進研マーク模試、就職模試（２年） 
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  １２月２１日（日）に、奈留島サンタラン2025が開催され、本校生徒約２

０名がボランティアスタッフとして参加しました。生徒たちはサンタランに参加

する方々のお出迎えや受付等の手伝いに始まり、スタート後も沿道で誘導をした

り救護の補助をしたりして、任された仕事に一生懸命に取組んでいました。 

 また、吹奏楽部もゴール地点の江上教会で演奏をする機会をいただき、ゴール

後のイベントを盛り上げました。強風の中の準備や演奏は大変でしたが、演奏を

聞いてくださった方々から温かい声援と拍手を頂き、吹奏楽部部員たちも大変喜

びました。 

 最後は地域の方が作ってくれたアツアツのカレーの提供があり、みんなで美味

しく頂きながら、奈留島の方々やサンタラン参加のために島外からお越しの方々

と大いに触れ合う機会となりました。 

  
 

  

 

 12月18日（木曜日）、今年度2回目となるNAPER読み聞かせ活動を行いました。今回は、

1年生たちが前回の経験を活かして案を出し合い、自作の紙芝居を作り上げて披露することに

なりました。修学旅行を間に挟んで制作時間も限られるなか、全員参加で無二の作品を作り上

げ、反応も上々でした。あと一回の機会が残された読み聞かせ活動ですが、今回の成果をどう

次に繋げて行くのかとても楽しみです。 

 

 

 五島高校において、下五島地区高等学校・特別支援学校ＰＴＡ研修会が行われまし

た。本年度より、上五島地区と下五島地区に分けての開催となりました。 

今回の主題は「つながろう、ひろげよう、みんなのウェルビーイング」でした。記念講演は、

「えっ、なんで五島日本語学校？ ～実は一大若者人材バンク」の題名で、五島日本語学校校長の

山上福範氏が、福江島における五島日本語学校の存在意義と、地域とのかかわりについてお話して

くださいました。また、「思春期の心と体の発達について、上手なかかわり方について」のワーク

ショップが行われ、参加されたＰＴＡ関係者・教員が、お互いの悩みを共有したり、子育ての方向

性を模索したりなどを行い、楽しく有意義な交流の時間となりました。 

来年度以降も実施される予定です。多くの方の参加をお待ちしております。 

 １１月１９日（水）に性教育講話を実施しました。福江産婦人科医院の池田

陽子様に講師として来ていただき、「性に関する大切なこと」をテーマにお話

していただきました。結婚・出産、月経（生理）、デートDV、LGBTQ＋、

子宮頸がんワクチン等、生徒のみなさんに知っておいてほしい内容を取り上げ

ていただき、「初めて知った」「驚いた」という感想が多く、学びの多い時間

となりました。最後には、『自分と相手を大切にするって？』という産婦人科

医の方が学生の時に制作したDVDも見せていただき、生徒は性に関すること

を自分事として捉え、性について学ぶことや考えることの大切さを感じること

ができたのではないかと思います。生徒の感想文には、「女性の抱えている問

題をしっかりと理解したい」「お互いを尊重し合う」「相手を思いやる」とい

う言葉が多く書かれており、今回感じたことや学んだことを忘れずに、素敵な

大人になっていってほしいです。池田先生、ありがとうございました！ 

  １２月17日（水）、1年生（家庭基礎）と2年生（フードデザイン）の授業において、「水産

教室」を実施しました。一人２～３尾のアジを五枚卸しにして一口大にカットし「漬け丼」に。ま

た、漁業士さんによる高級魚「クエ」の捌きを間近に見学させて頂き「クエ鍋」に。 

 写真に映し出された一人一人の真剣な表情を見ると、普段の調理実習以上に体験学習の意義を実

感します。生徒達は口々に「楽しかった～」とにこやかな表情を浮かべていました。 

 水産教室を主催してくださった五島水産業普及指導センターをはじめ、ご協力頂きました地元漁

業士の方々など多くの関係者の皆様へ心より感謝申し上げます。 

 

下五島地区PTA研修会（１１月１５日）[報告] 

小高英語読み聞かせ活動 （１２月１８日） 

性教育講話 （１１月１９日） 

サンタラン吹奏楽部・ボランティア参加（１２月２１日） 

水産教室（１２月１７日） 


